
頑張る人達とあなたへ声援を届ける医療と健康のフリーマガジン
＼2019.4.1病院名が変わりました／

2019  |  4
なでしこチアーズ

入退職医師のご紹介／がん患者サロン
〈医療の豆知識〉 「患者さんの権利」をご存知ですか？
なでしこつぼみ保育園イベント（ひな祭り）

〈私たちの想い〉 済生会の災害救援体制
〈登録医訪問〉やまもと内科・消化器クリニック（西区）

〈職場訪問〉 訪問看護ステーション

メンチカツと小松菜ときくらげのさっぱり和え
骨密度アップ！

「
安
心
・
安
全
」を
担
保
す
る
病
院
へ

院 
長  
吉
田 

俊
明

特集



4
月
1
日
よ
り

「
済
生
会
新
潟
病
院
」へ

名
称
変
更
し
た
こ
と
を
機
に

病
院
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
、現
状
、

未
来
へ
繋
ぐ
想
い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を

吉
田
俊
明
院
長
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

◎
聞
き
手
／
ラ
イ
タ
ー 

本
望 

典
子

				済生会新潟病院	院長	・	消化器内科部長	・	患者の声相談室長
	 昭和53年	3月　新潟大学医学部卒業
	 　　53年	4月　新潟大学医学部附属病院　研修医
	 　　54年	5月　信楽園病院　内科研修医・消化器内科医員
	 　　56年	5月　新潟大学医学部附属病院　第三内科医員
	 　　62年	9月　米国ジョージア州エモリー大学　消化器内科客員研究員
	 平成元年	1月　新潟大学付属病院　第三内科医員
	 　　元年	4月　信楽園病院　消化器内科
	 　　3年	5月　新潟大学付属病院　第三内科助手
	 　　7年	1月　済生会新潟第二病院　消化器科部長
	 　　16年	1月　済生会新潟第二病院　地域医療部長
	 　　16年	4月　済生会新潟第二病院　副院長
	 　　23年	4月　済生会新潟第二病院　院長　現在に至る

Profile 

も っ と 知 っ て ほ し い 済 生 会 新 潟 の こ と
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病院の軌跡と
未来

「済生会新潟病院」名称変更にあたって

特集

院 長  吉田 俊明
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向
性
を
明
確
に
示
す
理
念
を
掲
げ
よ

う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
し
た
」
。

　

院
内
で
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

作
り
、
職
員
に
意
見
聴
取
し
、
今
回

決
定
さ
れ
た
と
い
う
理
念
を
左
記
に

記
載
し
ま
す
。
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で
は
病
院
の
名
称
以
外
に
新
し
く

な
る
要
素
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

「
ひ
と
つ
は
『
病
院
の
理
念
』
。

こ
れ
ま
で
は
20
年
以
上
も
前
に
作
ら

れ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
も
の
だ
っ

た
の
で
、
今
回
は
職
員
全
員
が
覚
え

ら
れ
る
、
そ
し
て
病
院
の
目
指
す
方

ま
ず
は
『
済
生
会
新
潟
病
院
』

へ
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
の

経
緯
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

「
以
前
は
田
町
（
新
潟
市
中
央

区
）
に
新
潟
病
院
が
あ
り
、
平
成
3

年
に
、
こ
こ
西
区
寺
地
に
新
潟
第

二
病
院
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟

病
院
閉
院
後
、
名
称
変
更
も
検
討
さ

れ
ま
し
た
が
職
員
の
愛
着
も
あ
っ
て

そ
の
ま
ま
に
。
た
だ
『
第
二
＝
2
番

目
』
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
り
、
急

性
期
よ
り
も
慢
性
期
病
院
の
意
味
合

い
が
強
い
こ
と
か
ら
実
態
に
即
さ
な

い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
も
事

実
で
す
」
と
話
す
吉
田
院
長
。

　

名
称
変
更
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て

来
年
2
月
に
済
生
会
の
大
き
な
学
会

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
前

の
段
階
で
変
更
に
踏
み
切
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

吉
田
院
長
は
次
に
『
地
域
医
療
構

想
調
整
会
議
※１

』
に
つ
い
て
挙
げ
ら

れ
、
地
域
の
中
で
今
後
、
病
院
が
ど

の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
か
を

検
討
す
る
際
に
「
今
ま
で
以
上
に
急

性
期
病
院
と
し
て
の
立
場
、
仕
事
を

強
調
し
て
い
く
」
と
語
っ
て
い
ま

す
。
「
あ
と
は
電
子
カ
ル
テ
※２

に
つ

い
て
で
す
が
、
来
年
を
め
ど
に
導
入

を
予
定
し
て
い
ま
す
」
と
院
長
。
病

院
の
機
能
を
よ
り
高
め
る
計
画
は
他

に
も
様
々
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。
今

後
の
新
た
な
取
り
組
み
に
も
注
目
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
１
）
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
と
は
、
行
政
や
新
潟

市
の
病
院
長
、
医
師
会
の
方
々
な
ど
が
集
ま
り
、
地
域

を
中
心
と
し
た
幅
広
い
医
療
計
画
を
検
討
す
る
新
潟
県

主
催
の
会
議
の
こ
と
。

※
２
）
電
子
カ
ル
テ
と
は
、
病
院
で
医
師
が
記
録
す
る

診
療
記
録
（
カ
ル
テ
）
を
電
子
化
し
、
保
存
・
管
理
す

る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
、
1
9
9
9
年
に
国
内
で
初
め

て
認
め
ら
れ
た
。
普
及
率
は
年
々
増
加
。

名
称
変
更
に
伴
い
、多
様
な
課
題
に
真
摯
に
取
り
組
む

病院名が変わりました！

｜
20 年ぶりに改訂しました｜選

ば
れ
る
病
院
と
し
て
、

●	

地
域
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
施
設
と
連
携
し
、患
者
・
家
族
の
元
気
を
支
え
ま
す

●	

各
職
種
の
専
門
性
を
活
か
し
協
力
し
な
が
ら
、高
度
医
療
を
提
供
し
ま
す

●	

患
者
さ
ん
の
想
い
を
大
切
に
し
、心
優
し
い
医
療
人
を
育
成
し
ま
す

●	

あ
ら
ゆ
る
活
動
の
成
長
を
と
お
し
、安
全
と
高
い
質
を
追
求
し
ま
す

行動指針

と
も
に
歩
み
、

　
　
　

支
え
る

なでしこチアーズ
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消
化
器
内
科
を
選
択
し
た
理
由
と

し
て
は
、
医
学
部
時
代
の
市
田
教
授

（
新
潟
大
学
第
三
内
科
・
初
代
の
先

生
）
に
憧
れ
た
こ
と
、
ま
た
「
内
科

の
中
で
も
外
科
的
な
処
置
が
あ
り
、

テ
ク
ニ
カ
ル
な
要
素
に
も
興
味
を
抱

い
た
」
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
研
修
医

時
代
か
ら
と
に
か
く
忙
し
い
毎
日
。

日
中
は
外
来
・
入
院
患
者
さ
ん
の
診

療
、
夕
方
以
降
は
デ
ー
タ
整
理
・
検

査
・
研
究
・
実
験
な
ど
で
帰
宅
が
い

つ
も
夜
中
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

「
研
究
員
と
し
て
米
国
に
渡
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
の
仕

事
量
の
半
分
程
度
に
感
じ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
『G

ood	job!

』
と
褒
め
ら

れ
た
こ
と
が
驚
き
で
し
た
。
病
院
設

備
に
関
し
て
も
当
時
の
日
本
と
の
差

を
感
じ
、
医
療
事
情
の
違
い
が
と
て

も
大
き
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

安
心
で
き
る
、

信
頼
で
き
る
病
院
を

目
指
し
て
邁
進

こ
れ
ま
で
の
済
生
会
新
潟
と
の

関
わ
り
の
中
で
印
象
的
だ
っ

た
の
は
「
地
域
連
携
の
取
り
組
み
の

中
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
診

病
院
の
実
績
と
誇
り
ー

努
力
の
結
果
が
成
長
に

平
成
7
年
に
消
化

器
内
科
部
長
と

し
て
入
局
さ
れ
て
か
ら

職
員
の
立
場
で
、
ま
た

院
長
と
し
て
の
立
場
で

こ
の
病
院
を
見
守
っ
て
こ
ら
れ
た
吉

田
院
長
。
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り

返
っ
て
こ
う
語
り
ま
す
。

「
私
が
来
た
頃
は
A
棟
が
完
成
し
た

ば
か
り
の
新
し
い
病
院
で
し
た
。
先

生
方
の
平
均
年
齢
も
若
く
、
新
潟
病

院
か
ら
第
二
病
院
へ
重
心
が
移
行
す

る
中
、
み
ん
な
の
熱
意
と
と
も
に
西

地
区
の
基
幹
病
院
と
し
て
も
右
肩
上

が
り
の
実
績
を
上
げ
て
き
ま
し
た
」

　

そ
の
中
で
も
大
き
な
動
き
と
し
て

『
病
診
連
携
を
強
固
に
し
て
き
た
こ

と
』
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
「
地
域
医

療
支
援
病
院
と
し
て
地
域
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
立
場
に
な
り
、
地
域
医
療
連

携
室
を
開
設
し
た
こ
と
も
当
時
の
新

た
な
取
り
組
み
で
し
た
。
院
内
外
の

先
生
方
と
患
者
さ
ん
、
地
域
を
繋
ぐ

大
事
な
役
割
を
確
立
す
る
ま
で
に
、

私
も
職
員
も
相
当
な
努
力
を
し
て
き

た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
」

も っ と 知 っ て ほ し い 済 生 会 新 潟 の こ と
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多
忙
な
新
人
時
代
、

そ
し
て
米
国
の
医
療
現
場
で
研
究

吉
田
院
長
ご
自
身
の
こ
と
に
話

を
移
し
、
医
師
の
道
を
志
し

た
経
緯
を
伺
い
ま
し
た
。
「
父
は
学
校

教
諭
で
し
た
が
、
本
当
は
医
師
に
な
り

た
か
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
父
の
友
人
に
歯
科
医

師
や
産
婦
人
科
医
師
が
い
て
、
私
に

と
っ
て
も
医
療
に
携
わ
る
方
が
身
近

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
」
。

療
所
の
関
係
者
な
ど
医
師
以
外
の
付

き
合
い
が
広
が
っ
た
こ
と
」
を
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

「
済
生
会
と
い
う
社
会
福
祉
法
人

と
し
て
の
責
任
と
役
割
を
全
う
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
D
V
被
害
者
だ
け

で
な
く
、
経
済
的
な
困
難
を
抱
え
る

方
、
外
国
人
な
ど
す
べ
て
の
方
が
ス

ト
レ
ス
な
く
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
」
と
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
患
者
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ

ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

す
。
「
恵
ま
れ
な
い
方
に
も
医
療
を

提
供
す
る
と
い
う
済
生
会
の
精
神
に

基
づ
き
『
無
料
低
額
診
療
事
業
※3

』
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
心
配
ご
と
や

不
安
も
気
兼
ね
な
く
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
開
業
医
の
先
生
方
か
ら
は
安
心

し
て
紹
介
で
き
る
病
院
と
し
て
、
ま

た
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
は
信
頼
で
き

る
病
院
と
し
て
、
今
後
も
安
心
安
全

を
担
保
し
つ
つ
職
員
の
質
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
一
層
高
め
て
い
く

こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
」

※
3
）
無
料
低
額
診
療
事
業
／
経
済
的
事
由
で
医
療
費

の
支
払
い
に
お
困
り
で
し
た
ら
、
お
気
軽
に
当
院
相
談

室
（
地
域
連
携
福
祉
セ
ン
タ
ー　

医
療
福
祉
相
談
室
）

に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
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あ
ゆ
み

1
9
2
7（
昭
和
2
）年
6
月		

新
潟
診
療
所
を
開
設
／（
新
潟
市
田
町
２
）

1
9
5
0（
昭
和
25
）年
8
月		

新
潟
病
院
と
し
て
新
築
移
転（
24
床
）／（
新
潟
市
田
町
1
）

1
9
6
0（
昭
和
35
）年
5
月		

総
合
病
院
と
な
る

1
9
8
8（
昭
和	

63
）年
12
月	

新
潟
第
二
病
院
用
地
取
得
／（
西
蒲
原
郡
黒
埼
町
寺
地
）

1
9
9
1（
平
成
3
）年
7
月		

新
潟
第
二
病
院
開
院（
3
5
0
床
）

1
9
9
6（
平
成
8
）年
11
月		

災
害
拠
点
病
院（
地
域
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
）の
指
定

1
9
9
9（
平
成
11
）年
10
月		

オ
ー
ダ
ー
エ
ン
ト
リ
ー（
オ
ー
ダ
ー
リ
ン
グ
）シ
ス
テ
ム
導
入

	
	

済
生
会
新
潟
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設

2
0
0
1（
平
成
13
）年
1
月		

黒
埼
町
、新
潟
市
と
合
併

　
　

	

　
　
　

4
月	

開
放
型
病
院
の
認
可

2
0
0
2（
平
成
14
）年
8
月		

地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認

2
0
0
3（
平
成
15
）年
4
月		

臨
床
研
修
病
院
の
指
定

2
0
0
4（
平
成
16
）年
10
月		

新
潟
県
中
越
地
震
発
生
、中
魚
沼
郡
川
西
町
に
医
療
班
派
遣

2
0
0
7（
平
成
19
）年
7
月		

新
潟
県
中
越
沖
地
震
発
生
、柏
崎
市
に
医
療
班
派
遣

2
0
0
8（
平
成
20
）年
3
月		

新
潟
病
院
閉
院

	

8
月	

赤
ち
ゃ
ん
に
や
さ
し
い
病
院　

認
定 

取
得

2
0
1
0（
平
成
22
）年
3
月		

放
射
線
治
療
棟（
リ
ニ
ア
ッ
ク
）完
成

	
 

4
月	

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
指
定 

・
新
潟
内
科
診
療
所
開
設

2
0
1
1（
平
成
23
）年
3
月		

東
日
本
大
震
災
、当
院
D
M
A
T
を
岩
手
県
立
宮
古
病
院
に
派
遣

	

4
月	

東
日
本
大
震
災
、医
療
救
護
班
を
石
巻
に
派
遣

	

5
月	

I
S
O
9
0
0
1
／
2
0
0
8
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
認
定
取
得

2
0
1
3（
平
成
25
）年
2
月		

政
策
投
資
銀
行
に
よ
り
災
害
対
策
の
優
れ
た
病
院
と
し
て

	
	

B
C
M（
事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）格
付
を
受
け
る

	
	

（
県
内
初
の
優
遇
金
利
を
利
用
）

2
0
1
4（
平
成
26
）年
2
月		

災
害
時
非
常
用
離
着
陸
場
完
成

	

3
月	

許
可
病
棟
数
の
変
更（
4
2
5
床
）

2
0
1
5（
平
成
27
）年
4
月		

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
準
じ
る
病
院
に
指
定

	

12
月	

保
育
棟
完
成（
病
児
保
育
室
開
園
）

2
0
1
6（
平
成
28
）年
4
月		

事
業
所
内
保
育
園「
な
で
し
こ
つ
ぼ
み
保
育
園
」開
園

Q. ご趣味は何ですか？

A.

Q. お好きな食べ物は？

A.

以前はプログラミングが好きで、コンピュー
タのデータベース構築などを行っていまし
た。10年ほど前からは		ガーデニング		を楽
しんでいます。今では20種類以上の花々が
自宅の庭で通年楽しめるようになりました。
プログラミングとガーデニングは時間（期間）
を考えつつ、完成形を目指してプランニング
していく共通点があって興味深いですよ。

	妻の手料理		でしょうか。何でも美味しいのでジャ
ンルやメニューの指定はありません。お酒はほとん
ど飲みませんが年2～ 3回、外食の際に嗜むことが
ありますね。

Relax 
TimeBreak            

吉田 俊明院長の素顔拝見
終 始 穏 やか な表 情 でインタビューに応じてくださった院 長 先 生 。
病 院 の 方 針からプライベートの 話 題まで、分かりや すく丁 寧 にお話 いただきました。

興味深い長い歴史です

済
生
会
新
潟
病
院
の

なでしこチアーズ
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クックパッド　さいせいかいにいがた
日本最大の料理レシピサイト「クックパッド」にレシピを公開しています。栄養科による健康レシピのバック
ナンバーは、当院のホームページ「広報誌・パンフレット」のページからダウンロードすることができます。

栄養量（1人分）
エネルギー 323kcal 炭水化物 29.6g
たんぱく質  16.8g 脂　　 質 19.3g
塩　　 分 1.2mg カルシウム 226mg
ビタミン K 153μg ビタミン D 17.4μg

年を重ねるにつれて、気づかないうちに悪化しているのが骨の健康。

カルシウムやビタミンD、ビタミンKの不足や運動不足によって、骨がスカスカの状態になる『骨粗鬆症』になりやすくなります。

そこで今回は、骨の健康維持をめざしたお弁当にも重宝するおかずをご紹介！

４月といえばお花見。

ゆっくりと綺麗な桜を見ながら軽くウォーキング、

手作りのお弁当を食べて

骨粗鬆症予防してみませんか。

メンチカツと
小松菜ときくらげのさっぱり和え

●監修●	栄養科	朝妻	愛
Photographer	:	yukiko	iwahashi

骨密度アップ

「クックパッド」に公開しているレシピに飛びます
スマホやタブレットを使ってキッチンでどうぞ

●カルシウムの食事摂取基準（推定平均必要量）
　男性：650mg ／女性：550mg
●ビタミンDの食事摂取基準（目安量）
　成人男性・女性：5.5g
●ビタミンKの食事摂取基準（目安量）
　成人男性、女性：150μg

● メンチカツ
鶏ひき肉 ………………100ｇ
木綿豆腐 …………………1/3丁
ひじき（乾） …………………4ｇ
玉ねぎ ……………………60ｇ
かつおぶし ………小袋1パック
片栗粉 …………………小さじ2
卵  ……………………小さじ2
塩、こしょう ………………少々
パン粉 …………………大さじ2
揚げ油 ……………………適量
お好みでソース

● さっぱり和え
小松菜 ………………………2束
きくらげ …………………小3個
えのき ……………………1/2個
白だし …………………大さじ1
酢  ……………………小さじ2

材料（２人分）

作り方

 メンチカツ 
❶ひじきを水で戻す
❷玉ねぎをみじん切りにし、しん

なりするまで炒めた後、冷まし
ておく

❸豆腐を茹で冷ましておく
❹❶～❸と鶏ひき肉、かつおぶし、

片栗粉、卵、塩こしょうを入れて
よくこねて丸く形成する

❺パン粉を付け170°の油できつ
ね色になるまでからりと揚げる

 
 さっぱり和え 
❶小松菜、えのきは適当な大きさ

に切り、きくらげは千切りに
❷❶をすべて茹でて、固く絞り、よ

く水気を切って分量の調味料で
和える

小松菜はカルシウム、ビタミンＫ

きく
らげはビタミンＤが豊富

❹

❷

豆
腐
、ひ
じ
き
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
が
た
っ
ぷ
り
！



病院からのお願いです

	

患者さんからご意見やご要望をお寄せいただくために『ご意見箱』を外来２箇所（１番お

しはらい窓口脇、B棟エレベータ脇のCT室待合付近）、B棟２階エレベーター前、及び各

病棟デイルームに設置しています。また患者の声相談室（A棟1階）では専任の医療ソー

シャルワーカーが直接ご意見をお聴きしています。病院が少しでも利用しやすくなるよう

取り組んでいますので、お気づきの点などありましたら何なりとお知らせください。	

医療の豆知識

「患者さんの権利」をご存知ですか？

患者さんの権利

ご意見箱について
Information!

当 院では、患者さんの権利を守り、最良の医療を提供するために「患者の権利に

関するリスボン宣言」の精神のもと、以下の「患者さんの権利」を尊重します。

「リスボン宣言」とは医師や医療従事者、医療組織が保障すべき患者さんの主要な権利を述べた宣言のことで、1981年9～ 10月にかけ、

ポルトガルの首都リスボンで開催された世界医師会総会で採択されたものを言います。

１. どのような病気にかかった場合でも、良質の医療を受ける権利を有します。 
２. 医師、病院を自由に選択し、また他の医師の意見を求める権利を有します。 
３. 病気、検査、治療、見とおし等について、理解しやすい言葉や方法で納得できるまで十分な説明と、
　   情報提供を受ける権利を有します。 
４. 十分な説明と情報提供を受けたうえで、治療方法などを自らの意思で選択する権利を有します。 
５. 意識のない患者さん、未成年者は代行者に決定してもらう権利を有します。 
６. 自分の診療録の開示を求める権利を有します。 
７. 診療の過程で得られた個人情報の秘密が守られる権利を有します。 
８. 健康教育を受ける権利を有します。 

※当院を利用した際、患者の権利が侵害されたとお感じになられた場合、お近くのスタッフにお声掛けください。専門のスタッフが対応いたします。

　また、相談することで不利益が生じることはありません。

良質な医療の提供には、患者さんの協力が必要不可欠です。以下のご協力をお願いいたします

1．ご自身の過去の病歴を含む健康に関する情報、診療中の変化は正確にお伝えください。 
2．診療方針についてご自身の希望をできるだけ明確にお伝えください。 
3．患者さん確認など、病院側の安全のための行為に積極的に協力・参加をお願いします。 
4．院内の規則、公共の場のルールをお守りください。 
5．医療にも限界があることを認識ください。 

なでしこチアーズ
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スタッフリレーコラム

私は妙高市（旧新井市）の出身です。山と川に囲まれ、大変自

然豊かなところです。冬に深々と降った雪が解け始めた頃に

「フキノトウ」をたくさん収穫しました。洗って汚れをとる手伝い

をし、そのあとは母が天ぷらやふきみそを作ってくれて今思えば贅

沢なごちそうでした。

　もうすぐ地元にいた期間と、こちらの新潟市で過ごす期間が同じ

になります。年に数回しか帰省できませんが、一面の田畑とそれを

取り囲む山々を見ていると思い出は一瞬にしてよみがえり、穏やか

な時間が流れます。妙高高原へと向かう道でお気に入りのドライブ

ルートがあり、ゴールデンウィークに行きたいと思います。

　両方の場所が私にとっての大切なふるさとであり、これからもた

くさんの思い出を増やしていきたいと思います。

鈴木技師からバトンタッチ

外来・看護師 山本 裕美さん 

11月から一緒に仕事をしています。仕

事は的確でさらに笑顔がとってもすて

きです！　放射線科をぱっと明るくし

てくれ、ありがとうございます。これ

からもよろしくお願いします！

title

AKIKO    
SUZUKI

        診療放射線科　診療放射線技師       鈴木 晶子さん 

次回は

思い出の地

入退職医師のご紹介

8



当院は 4月 27 日（土）から 5月 6日（月）までの間、外来診療
を休診とさせていただきます。ご迷惑をお掛けしますが、ご了承
くださいますようお願い申し上げます。

2019 年ゴールデンウィーク
休診のお知らせ

済生会支援体制の全体像

備蓄品をチェックしましょう♪

医療と福祉をつなぎ「いのちの虹」になりたい～それが日本最大の社会福祉法人 済生会の願いです～

災害拠点病院

一般病院

東日本大震災から8年が経過しましたが、自然災

害は止むことなく全国各地で地震・豪雨災害・

台風が相次いで発生しています。

　済生会は全国40都道府県で病院、介護老人保健施

設、介護老人福祉施設など389施設で事業を展開し、

災害時はブロックごとに災害基幹病院・準基幹病院と

DCAT（災害派遣福祉チーム）の派遣調整を行う施設

が決められています。

　大規模な災害が発生したとき東京の済生会本部に

「済生会災害対策本部」が設置されます。

　被災地近隣ブロックの基幹病院・準基幹病院は、被

災地の被害状況・必要物資の情報を収集し、「済生会

災害対策本部」と連携し、必要な支援（「診療救護班」

「DCAT」の派遣、不足する物資（医療・衛生材料、

非常食、飲料水等）の搬送等を行います。

　当院は全国に展開する82病院の中、北信越ブロッ

ク準基幹病院の役割を担っています。今後起こりうる

大規模災害に備え、全国の済生会との連携強化、診療

救護班の育成（DMAT増員、救護員）、備蓄物資の確

保（医薬品・備蓄食）、災害対応ができる施設・設備（ヘ

リポート・大型テント・搬送車）等を整備してきました。

　済生会は災害時の救護

活動だけでなく、その後

の病、老い、障害、境遇

…悩むすべてのいのちの

虹になりたい。済生会は

そう願って、いのちに寄

り添い続けます。

私たちの想い

済生会の災害救援体制

基幹病院 準基幹病院 DCAT調整施設

東北・北海道 山形済生病院 小樽病院
北上済生会病院 〈山形県〉ながまち荘

関　東 中央病院

宇都宮病院
川口総合病院
横浜市東部病院
静岡済生会総合病院

〈東京都〉港南の郷

北信越 福井県済生会病院 新潟病院（当院） 〈福井県〉聖和園

近　畿 中津病院 滋賀県病院 〈大阪府〉喜久寿苑

中四国 岡山総合病院 山口総合病院
松山病院 〈岡山県〉みなみがた荘

九　州 福岡総合病院 熊本病院 〈福岡県〉むさし苑

40都道府県
全職員 約59,000人

なでしこチアーズ
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時が経つと治療中の辛い体験は
忘れていきます。頑張って。

体験者の話を聞きたくて参加し
ました。

あ
か
り
を
つ
け
ま
し
ょ　

ぼ
ん
ぼ
り
に
～
♪　

お
は
な
を
あ
げ
ま
し
ょ　

も
も
の
は
な
～
♪

　

保
育
室
か
ら
聞
こ
え
る
子
ど

も
た
ち
の
歌
。
３
月
３
日
は
桃

の
節
句
「
ひ
な
祭
り
」。
園
で

は
３
月
１
日
に
『
ひ
な
祭
り
集

会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る

紙
人
形
劇
で
ひ
な
祭
り
の
由
来

に
つ
い
て
鑑
賞
し
た
り
、
各
ク

ラ
ス
で
作
っ
た
お
ひ
な
さ
ま
を

紹
介
し
た
り
、『
う
れ
し
い
ひ

な
祭
り
』
を
歌
い
な
が
ら
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ひ
な
あ
ら
れ
を
午
後

の
お
や
つ
に
食
べ
た
子
ど
も
た

ち
！
「
お
い
し
い
ね
～
☆
」
と

お
互
い
に
言
い
な
が
ら
、
満
面

の
笑
み
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

な
で
し
こ
つ
ぼ
み
保
育
園
の

こ
ど
も
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
大
き
く
育
ち
ま
す
よ
～

に
！　
（
に
じ
組
担
任　

伊
藤
）

は
じ
め
に
栄
養
科
の
津
野

菜
津
美
管
理
栄
養
士
よ

り
「
が
ん
治
療
中
の
症
状
別
お

す
す
め
レ
シ
ピ
」
と
題
し
て
ミ

ニ
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
抗

が
ん
剤
治
療
・
放
射
線
治
療
中

は
、
副
作
用
等
に
よ
り
食
欲
不

振
に
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
数
日
食
事
が
摂
れ
な
く
て

も
水
分
さ
え
取
れ
て
い
れ
ば
、

焦
ら
ず
に
ゼ
リ
ー
等
食
べ
や

す
い
も
の
を
食
べ
る
、
ま
た
通

販
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
販
売

さ
れ
て
い
る
補
助
食
品
を
上
手

く
活
用
す
る
の
が
良
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
栄
養
価
の
高
い
ク

レ
ソ
ン
ス
ー
プ
、
玄
米
ス
ー
プ

の
レ
シ
ピ
の
紹
介
も
あ
り
ま
し

た
。
食
べ
る
こ
と
に
悩
ん
だ
ら

主
治
医
、
看
護
師
、
栄
養
士
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

交
流
会
で
は
患
者
さ
ん
同
士

で
話
題
は
尽
き
ず
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

方
、
初
参
加
者
、
院
外
通
院
中

の
方
が
お
ら
れ
、
地
域
に
開
か

れ
た
サ
ロ
ン
の
必
要
性
も
再
確

認
で
き
ま
し
た
。
体
験
者
に
し

か
語
れ
な
い
言
葉
の
力
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
会
で
し
た
。

　

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
が
ん
相
談
支
援
室	

月
岡	

多
恵
子
）	

● 次回の開催予定 
5月24日（金）13:30 ～ 15:00

● 参加対象者　　　　　　　　　　　 
がん患者さん・ご家族であれば、どなた
でも参加可能です。当院受診の有無や、
がんの種類は問いません。

● 会場 
保育棟カンファレンス室

● 内容 
ミニ講座

緩和ケア認定看護師　平澤 和美看護師

● 申込み　 
不要 （当日直接会場へお越しください）

● 照会先 
Ｂ棟2階 地域連携福祉センター
がん相談支援室担当／渋川・月岡

☎025-201-2525（直通）

がん患者サロンの
ご案内

がん患者さん・ご家族の交流の場

がん患者サロン
2月26日（火）A棟７階臨床実習室②

参 加 者
募 集

参
加
者
の
声
よ
り
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診療時間 月 火 水 木 金 土 日祝

9:00 ～ 12：30 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ー

15:00 ～ 17:30 ◯ ◯ ◯ ー ◯ ー ー

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

所	

長　

長
谷
川	

直
子

内科・消化器内科 やまもと内科・消化器クリニック（西区）

医師名 山本 幹（やまもと たかし）先生

住　所 〒 950-2038 新潟市西区新通南 3-2-1
電　話 025-201-7557

2
0
1
8
年
10
月
に
西

区
新
通
南
で
開
院
し

ま
し
た
「
や
ま
も
と
内
科
・
消

化
器
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
申
し
ま

す
。
新
潟
西
バ
イ
パ
ス
新
通

I
C
を
降
り
て
す
ぐ
の
住
宅
街

の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

診
療
科
目
は
内
科
と
消
化
器

内
科
で
す
。
か
ぜ
・
発
熱
・
貧

血
や
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
・

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
な

ど
内
科
一
般
の
診
療
と
、
腹
痛
・

便
秘
・
下
痢
・
胃
潰
瘍
・
逆
流

性
食
道
炎
・
胃
腸
炎
な
ど
の
消

化
器
内
科
疾
患
の
診
療
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

消
化
器
内
科
の
検
査
と
し
て

は
腹
部
エ
コ
ー
・
胃
カ
メ
ラ
・

大
腸
カ
メ
ラ
の
内
視
鏡
を
用
い

て
消
化
器
の
診
断
・

治
療
に
あ
た
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
内
視
鏡

検
査
を
中
心
に
臨

床
経
験
を
積
ん
で

き
た
こ
と
も
あ
り
、

経
鼻
内
視
鏡
を
導

入
す
る
な
ど
苦
痛

の
少
な
い
検
査
が

で
き
る
よ
う
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

積
極
的
に
内
視
鏡

検
査
を
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
で
病
気
の
早
期
発

見
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、
さ
さ

い
な
こ
と
で
も
相
談
し
や
す

く
、
ま
た
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ

る
よ
う
な
身
近
な
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

消
化
器
内
科
は
病
院
で
の
検

査
や
治
療
が
必
要
に
な
る
こ
と

も
多
く
、
病
院
と
の
連
携
を
大

事
に
し
な
が
ら
医
療
に
携
わ
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
特
に
済
生
会
新
潟
病
院
は

消
化
器
内
科
の
専
門
医
も
多

く
、
連
携
の
機
会
も
多
く
な
る

か
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

済
生
会
新
潟
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
開
設

か
ら
20
年
と
な
り
ま
し
た
。
よ

う
や
く
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
時
は
最
上
階
の
10
階
に
リ

ハ
ビ
リ
室
が
あ
り
、
そ
の
倉
庫

を
改
修
し
、訪
問
看
護
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
黄
色
い
買
い
物

か
ご
に
道
具
を
い
っ
ぱ
い
詰
め

て
階
段
を
駆
け
下
り
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
新
棟
の
開
設
時

に
２
階
の
医
療
福
祉
相
談
室（
現

在
の
地
域
連
携
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

が
活
動
の
拠
点
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
セ
ン
タ
ー
に
は

訪
問
看
護
の
ほ
か
、
医
療

福
祉
相
談
室
や
地
域
医
療

連
携
室
、
が
ん
相
談
支
援

室
に
M
S
W
と
退
院
調

整
看
護
師
な
ど
、
専
任
の

ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
い
ま

す
。
細
や
か
な
情
報
交
換

や
相
談
が
で
き
、
外
来
調

整
や
入
退
院
の
支
援
も
さ

ら
に
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま

し
た
。
外
来
や
駐
車
場
へ
も
近

く
な
り
と
て
も
便
利
で
す
。

　

現
在
、
訪
問
看
護
の
利
用
者

様
は
1
2
0
名
を
超
え
、
済
生

会
新
潟
病
院
以
外
の
病
院
や
診

療
所
の
先
生
か
ら
も
訪
問
看
護

の
指
示
を
い
た
だ
き
訪
問
を
し

て
い
ま
す
。
訪
問
看
護
は
地
域

の
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
方
々

と
十
分
に
連
携
し
、
顔
の
見
え

る
関
係
を
作
り
上
げ
、
チ
ー
ム

で
ご
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

｜職｜場｜訪｜問｜
院内で頑張るスタッフがずらり

＼おじゃましまーす／医療連携のパートナー｜登｜録｜医｜訪｜問｜

連携医療機関（登録医・病院）からのご紹介・ご予約について 

地域医療連携室までご連絡ください。
TEL.025-233-6182〈直通〉　FAX.025-231-5763
※平日8：30～ 17：00（土・日・祝日を除きます）
※患者さんからの予約はお取りしておりませんのでご了承ください。
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